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特集●入試改革で変わること・変えること・変えられること

　高大接続改革が抱える課題の一つが、高校の学びと大学
の学びの連携です。高校で英語４技能を鍛えてきたのに大学
の授業で２技能しか使わなかったり、同じＰＢＬ形式の授業でも
高校で受けた授業の方がレベルが高かったり…。大学の授業
に期待を裏切られ、退学に至ったり、母校に自分の大学を勧め
ない学生が少なからずいるという実態があります。
　こうした現状を打破すべく、一部の大学では、教員が高校の
授業見学をする動きも出始めました。学生募集のための高校
訪問ではなく、学びの実態を知るためにです。ＳＧＨ＊、ＳＳＨ＊、
附属校などで行われている意欲的な探究学習などを目にすれ
ば、自学の入試や授業をどう変えるとよいか、そのヒントがつか
めるはずです。

　このように「高大接続」の観点から考えると、大学は入試と
教育の見直しを一体に考えざるを得ません。教育カリキュラム
について考える場合、欠席過多や退学防止などの「底上げ」
策に目が向きがちです。もちろん大切なことですが、一方で意
欲や学力の高い学生に対し、その期待に応えるプログラムを
用意することも大切です。越えがいのあるハードルがない状態
では、せっかく意欲を評価する入試で合格しても、学びに向か
わなくなることが考えられます。オナーズ・プログラムのような成
長の機会を提供することも考えるとよいでしょう。
　高意欲・高学力層が前のめりに学ぶ姿は、周りの学生のよ
い刺激になり、結果的に全体の底上げにつながります。また、
卒業後に社会で活躍してくれれば、自学のブランド力が上が
り、受験生の質向上も期待できます。

　自学の教育の質を社会にアピールする際、プログラムの特
徴を説明するのではなく、エビデンスとなるデータを付して学生
の成長を示すほうが効果的です。いかに学生を鍛える素晴らし
いプログラムであったとしても、特に企業からすれば、その説明
だけでは学生個人の質保証にはなりにくいものです。
　データに説得力を持たせるには、学生の自己評価などの「主
観的評価」だけでなく、スキルを測定した「客観的評価」が不可
欠です。各種スキルの中で、特に思考力は大学の授業を通し
て育まれる汎用的能力であるため、全学の教育の質を検証す
る指標に向いています。学修成果の可視化で何を測定するの
かもこの機会に見直しを図るとよいでしょう。

　入試改革を通して、出身地域や能力などの多様性を重視し
た入学者集団をつくろうと考えている大学は多いと思います。そ
の時に考えたいことが、入試を変えるだけでなく、授業の形態を
より多様にすることです。
　今の学生の志向に合った映像授業、長期休暇中に合宿形
式で行う集中授業、といったさまざまな形態の学びを提供する
ことにより、多方面のニーズに応えられるため、それまでと異なる
受験者層の開拓も期待できます。学生にとっても、多様な経験
を通した新たな成長体験がもたらされるでしょう。
　「教室で週１回×15コマ」というこれまでの常識にとらわれた
ままだと、新しい授業形態は生まれません。大学が守るべき授
業実施のルールに則しながらも、固定観念を捨て、自由度を高
く考えれば、もっと多様で特色のある教育を提供できるのではな
いでしょうか。
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高校が伸ばしてきた力を
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見直しポイント❸ 教育カリキュラム

②入学者の変化を見越して教育を変える

　入試改革を通して「求める入学者」の獲得を実現するには、
データを基にした現行入試の振り返りが欠かせません。まずは
現行の入試で入学した学生の状態を理解することが、入試改
革の方向性を決める第一歩になります。ＧＰＡ、授業の出席状
況、中退率やその理由など、どの大学にもあるデータを分析す
るだけでも、大きな傾向をつかむことが可能です。
　その際、かつて受験した入試方式別に学生のデータを整理
してみてください。入試方式による差から、その背景が見えてく
ると思います。何となく気づいていたことが数値化、言語化され
れば、入試改革の根拠や基準として利用でき、貴学の学生募
集の方向性を定めるよりどころになります。また、これらのデー
タは、入試改革実行後の変化検証にも欠かせないものです。

　次に、アドミッション・ポリシー（ＡＰ）で定めた「入学してほしい
層が入学しているのか」を検証してみましょう。入学時に入学
者調査を実施している大学は多いと思いますが、「ＡＰに合致
しているか」という観点で調査を設計・分析できていることがポ
イントです。
　実際の入学者像とＡＰに乖離がある場合は、入試だけでな
く、入試募集要項や広報制作物でＡＰが表現できているか、Ａ
Ｐが受験生に伝わっているかなど、学生募集全体を見直すこと
もお勧めします。
　入試は学生募集戦略と密接なつながりがあります。ＡＰと合
致する入学してほしい層が何らかの理由で他の大学に流出し
ている場合、その理由を明らかにすることは募集戦略や戦術を
見直すうえで重要な手がかりとなります。「資料請求したのに

受験しなかった・受験したけど入学しなかった人」に郵送調査な
どを行う方法が一般的です。

　今回の入試改革を経て継続的に学生募集を見直していく
には、入試改革前と改革後のデータを比較し、新入生の属性
や志向性の変化を知ることが必要です。それに加えて教育機
関としては、入学後の教育についての検証「在学中に受けた
教育や活動による成長の可視化」に取り組むことが今後より
一層求められます。学生をCPやDPにのっとって自学で育てら
れたかについても、入試改革前後で比較・検証し、必要に応じ
て教育プログラムの見直しや学生募集施策にも活用していた
だきたいです。

　入試改革のような全学的な改革を行うには、学内で統一した
指標が必須です。しかし、各学部・部署で調査を独自に行って
いるため、データが不ぞろいで、大学全体の活動の中で十分に
活用できていないというお悩みをよく伺います。
　まず、各部署で実施している調査を１か所に集めて各質問内
容を洗い出し、それぞれの関係性と情報の過不足を整理するこ
とから始めてはどうでしょうか。それと並行して、全学的な課題を
洗い出し、データも全学的な方針のもと、統一した指標で収集・
分析します。その結果を各部の実情に照らして解釈し、日々の
活動に合う形でフィードバックします。
　目前に迫った入試改革は、ＩＲ活動のファーストステップだと
言えます。成長した学生を社会に送り出す活動の第一歩とし
て、データを基に組織の壁を超えた議論と行動が求められるで
しょう。

①学内保有データから在学生像を把握

③入試改革前後でデータを比較・検証

④入試改革をＩＲのファーストステップに
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嶋はる美

データを基に入試を見直し、
全学的なＩＲ活動につなげる

見直しポイント❹ 入試の検証

②調査から「求める入学者像」かを知る

入試改革の基礎となる調査の観点・内容

□入試方式別の状況把握

□「入学してほしい層」の割合

入試施策
学生募集施策

入学者

非出願者・辞退者

在学生・卒業生CPやDPにのっとって
入学者を育てられているか？教学施策

□「入学してほしかった層」の割合

□受験・入学しなかった理由
□自学で行った活動と成長の度合い
□他大学と比較した学修成果

APに合致した
「入学してほしい層」が、
受験・入学しているか？

□現状の入学者像（学力の３要素、大学に期待していること、取り組みたいこと、将来の希望、志向性など）※入試改革実施後の入学者像と比較

□特徴（学力の３要素、大学に期待していること、取り組みたいこと、将来の希望、志向性）

入試改革と並行して行いたい教学施策

多様な形態の授業を行う

・英語教育、ＡＬ、探究活動などが盛んな高校の授業を見学する
・自学で活躍する学生が、高校時代に何に取り組んできたかを知る
・目的意識が高い入学者の意欲を初年次教育でさらに高められているか確認する

高校教育の変化を把握

入学者の変化を見越した教育

客観的調査による学修成果の可視化 ・主観的評価だけでなく、客観的評価でも測定する
・大学教育でこそ伸ばせる力（思考力など）を指標化する

・入試改革による入学者の変化をシミュレーションする
・能力や意欲が高い層が満足できる教育を提供できているか確認する
 （英語以外でも能力別クラス編成、チャレンジングな教育プログラムの提供など）

・固定観念を捨て、授業の形そのものも多様化を図る
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実践例
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＊ＳＧＨはスーパーグローバルハイスクール、ＳＳＨはスーパーサイエンスハイスクールの略。いずれも文部科学省の高校対象の事業


